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●製品の仕様は予告なく変更することがあります。

ガススプリング（φ19ステンレス製）
Gas Spring ( Stainless Steel )

औۚ۩�ੇ๏

ੇ๏
ࣜܕ ܘ֎ ϐετϯ

ϩουܘ
4U

ܕຊج
'

-ੇ๏ ॏྔ
ʢHʣ ఆՁʢ੫ൈʣ උߟ

ετϩʔΫʢNNʣ Ψε ʢྗ/ʣ
FGS-19-50-BB-□□□-VA

19 8

50

BB 50〜700

164 144.6 ¥41,000

受注生産品

FGS-19-100-BB-□□□-VA 100 264 198 ¥46,000
FGS-19-150-BB-□□□-VA 150 364 250 ¥50,000
FGS-19-200-BB-□□□-VA 200 464 302.8 ¥54,000
FGS-19-250-BB-□□□-VA 250 564 354.8 ¥58,000
FGS-19-300-BB-□□□-VA 300 664 409.2 ¥65,000

※□□□にはガス反力の数字が入ります。　材質：本体・ピストンロッド…VA：SUS303相当　取付金具…VA：SUS303相当　封入流体：窒素ガス及びオイル

औۚ۩
ࣜܕ ΨεྗมԽʢ�ʣ

FGS-19 33

ࣜܕ େ࠷ ʢྗ/ʣ ॏ ʢྔHʣ ఆՁʢ੫ൈʣ උߟ
A8-VA 1,560 16.2 ¥2,000

受注
生産品

C8-VA 1,140 51.6 ¥12,000
D8-VA

1,560
49 ¥10,000

E8-VA 46 ¥24,000
G8-VA 1,140 29.4 ¥12,000

දࣜܕ ʢࣔྫʣ

①金具型式
②材質 VA：SUS303相当

"� ʵ 7"
ᶃ ᶄ

П��

受注生産
受Ψεྗ

��ʙ���/
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ガススプリング
Gas Spring

ߏ˘
　1）油膜形成による摩耗低減を目的としたグリスチャンバーの採用（FGS-15,19,22,28）
　2）ガイドにブッシュを採用（FGS-15,19,22,28）
　3）ピストンロッド表面のガス軟窒化処理（FGS-15,19,22,28）
　以上の改善により耐久性の向上を実現しました。

˘Ψεྗͷઃఆ
　すべての機種はお客様仕様の初期ガス反力を10N刻みで設定可能です。
　（※仕様表内の「ガス反力」に記載された数値の範囲でご指定下さい）

˘খϩοτͷ受注ରԠ
　1本からの小ロット対応が可能です。1本からお客様仕様でガス充填をいたします。

˘๛ͳػछ
　外径サイズ10mmから28mmまで、ストロークは20mmから750mmまでの
　豊富な品揃えがあります。
　本体、ピストンロッドにステンレスを使用したVAシリーズをラインナップ。
　耐食性、耐薬品性に優れ、幅広い用途に使用可能です。

˘औํ͕ࣗ༝
　基本的には上下どちら向きでも使用可能です。
　（推奨はピストンロッド下向き）

˘༉ѹ͋߅Γ
　オイルが封入されているため、
　ストロークエンドで油圧抵抗が
　働きます。

Թൣғ༺˘
　−20〜80℃

グリスチャンバー
オリフィス

アウターチューブ

窒素ガス
オイル

Model FGS-22ガス充填口

ガイド

ピストンロッド

シール

ブッシュ

バルブ

使用条件： カバー質量 m ＝ 50kg
  回転半径 RM ＝ 0.5m
  ガススプリング取付距離 LG ＝ 0.16m
  開放角度 a ＝ 90°
  ガススプリング使用数 n ＝ 2
  安全率 S ＝ 1.05（目安）
  ※ガス反力は±10%程のバラツキがあります。

選定計算

必要反発力： F ＝ m×g×RM

LG×n ×Ｓ　　　　　（g：重力加速度 9.8m/s2）

  ＝ 50×9.8×0.5
0.16×2 ×1.05

   ＝804N
   ガス反力設定は10N刻みとなるので、安全側に切り上げます。
   使用条件に必要なガス反力　＝810N
選定 上記計算結果より、ガス反力810Nが設定可能な機種をカタログから選定すると、
  FGS-22シリーズが選定できます。
選定結果 FGS-22-200-BB-810

この選定法は、あくまで計算上のものなので、使用ガススプリングの決定の際には必ず実機や試験機などでご確認ください。

図1

બఆྫ

F

RM

LG

G

ΨεεϓϦϯάྗಛੑ

ガス反力はFAにて設定しています。ストローク時の反力（FB）につきましては表1をご参照ください。
（例）FGS-10　FB＝FA×1.2
ガススプリングを常温（20℃）にて伸縮作動させると図1のように比例変化します。伸長時と圧縮時とで生じる反力の差は、ガススプリング内部部
品が持つ摺動抵抗を示しており、測定点FAは、ストロークが完全に伸びきる5mm手前の位置です。

設定温度（測定温度）20℃を基準として、10℃上昇するとガス反力は約3.4％増加します。

ࣜܕ ΨεྗมԽʢ�ʣ
FGS-10 20
FGS-12 25
FGS-15 27
FGS-19 36〜42
FGS-22 39〜50
FGS-28 80〜96
FGS-15（ステンレス仕様） 34
FGS-19（ステンレス仕様） 33
FGS-22（ステンレス仕様） 32

表1

දࣜܕ ʢࣔྫʣ

①シリーズ名 FGS : ガススプリング
②チューブ外径 （mm単位で表示）
③ストローク （mm単位で表示）
④基本型 BB : 本体のみ
⑤ガス反力 （N単位で表示）

'(4 ʵ �� ʵ �� ʵ ## ʵ ��
ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ ᶇ

①シリーズ名 FGS : ガススプリング
②チューブ外径 （mm単位で表示）
③ストローク （mm単位で表示）
④基本型 BB : 本体のみ
⑤ガス反力 （N単位で表示）
⑥材質 VA : SUS303相当

'(4ʵ �� ʵ �� ʵ##ʵ �� ʵ7"
ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ ᶇ ᶈ

※ご発注時の型式表示については、P296「発注時の形式について」をご参照ください。
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औۚ۩ʹ͍ͭͯ

取付金具
Mouting Bracket

औۚ۩ͱ࠷େྗʹ͍ͭͯ
最大反力以上の負荷を取付金具にかけないでください。
ご指定のガス反力によっては、ご希望の取付金具が使用できない可能性があります。

ʪ࠷େྗͷํࢉܭ๏ʫ
（例） FGS-15-100-BB-200の場合（ガス反力設定：200N）

ガス反力値 × ガス反力変化率
200 N × 1.27
= 254 N（最大反力）
→ 最大反力が180 Nを越えるため、OA5、OG5は使用不可となる

操作時の動作に伴う負荷を考慮し、最大反力に余裕を持った取付金具をご使用ください。

ࣜܕ ΨεྗมԽʢ�ʣ
FGS-15 27

これまでは、金具を含めたセット型式（下記「旧」参照）で
ご発注頂いておりましたが、
現在は本体と金具を別 （々下記「新」参照）に
ご発注頂きますようお願いしております。

お客様におかれましては、ご理解とご協力の程を宜しくお願い致します。

※新旧ともに、取付金具は未装着の状態での納品となります。
　お客様ご自身での金具取り付けをお願い致します（すべてねじ込み式）。

（例）

۩�ɿຊମʴۚچ '(4�������"�"��� �

৽�ɿຊମ '(4�������##��� �
ۚ۩ "� �

ൃ注࣌ͷࣜܗʹ͍ͭͯ

औۚ۩Ұཡ

※□には 3.5 / 5 / 8 / 10 の内いずれかの
数字が入ります。
サイズにより異なりますので、各製品
ページにてご確認ください。



注意事項
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ࣾ製ͷ͝༻લʹඞ͓ͣಡΈͩ͘ ͍͞
この取ѻઆ໌には、製品を安全にਖ਼しくお使いいただき、作ऀۀのةやプラント・機ցのଛを未વにࢭするために、さま͟まな注ҙࣄ
߲をܝげてあります。製品をお使いになる前に、内༰を充におಡみください。

ࣾͷద߹ੑͷܾఆɺஔͷઃऀܭ·༷ͨΛܾఆ͢Δਓ͕அͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●当ࣾ製品は、使用される条件がଟ様なため、ͦ の装置のద合性の決定は、装置の設計ऀまたは仕様を決定するਓが必要に応じて、性能ূݕ

及びライフテストをߦってから実ࢪしてください。

ࣾͷൣ༷ғ֎Ͱ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●仕様範囲外で使用されますと、製品のނো、ഁ ଛのݪҼになります。

ಛघͳ݅ɺڥͰͷ༻ʹ͍ͭͯ
に、これらの装置全体の৴པ性および安全性ҡ持のためにڞまでご࿈བྷいただくとۀ前にฐࣾӦࣄ、で使用する場合はڥに示す条件や࣍●

お客様のにおいて、ਫ、࣪対ࡦ、装置側のフΣールセーフ設計や長設計のద切なા置をߨじていただくようお願いいたします。
　1）外やࣹޫが当たる場ॴでの使用。
　2）మಓやધഫのӡߦおよびं྆のߦにまたはؒ的にؔわる機ث、Ұൠのҩྍにؔわる機ث、ҿྉや食ྉに৮れる機ָޘ、ث機ثで

ਓやࡒ産にӨڹのؔわる機ٸۓ、ثःஅ回࿏、プレス機ث、ͦ のଞ、ਓやࡒ産に大きなӨڹをおよ΅すことが予され、ಛに安全が要ٻさ
れる機ثや用途の使用。

。い৴པ性および安全性が必要とされる以下の装置にはご使用にならないでくださいߴめてۃ、やڥに示す安全性が確อできない࣍●
　1）ҾՐ・ര発の可能性があるڥ、ਫதやきわめて࣪度のߴいڥ。
。೩ম装置、ث生໋ҡ持にؔわるҩྍ機、ث用にؔわる機܉、ثやӉにؔわる機ۭߤ、ث力にؔわる機ࢠݪ（2　

҆શۀ࡞ͷɺอޢ۩ͳ͠ Ͱ͠ۀ࡞ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●当ࣾ製品にؔする作ۀはݥة作ۀです。
●࿑働安全Ӵ生نଇୈ2ฤ、ୈ1ষ、ୈ1અ、Ұൠ基準を९कしてください。

ࣾʹखΛ৮ΕΔࡍɺΤΞʔثػपลஔͷి͕ݯΕ͍ͯͯɺ
ຊͷԹ͕Լ͕͍ͬͯΔ͜ ͱΛ֬ೝͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●エアー機ثやपล装置のՔ働தに当ࣾ製品の取り付け、取り外し、ௐをߦうことはిײやոզ、やけどをするݥةがあります。

.3'μϯύʔͷίΠϧͷϦʔυઢ࣮֬ʹଓͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●リードઢのଓがిؾ的、機ց的に不確実であると、動作不ྑやిײ、࿙ిをするݥةがあります。

Րͷதʹࣺ͛ͯͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●当ࣾ製品の΄とΜどにオイルが封入されておりますので、Րதにげࣺてるとര発・発Րでոզをするݥة性があります。
●ガススプリングに封入された窒素ガスは可೩性ではありませΜが、
　加によるுのため本体がഁ྾したり内部のオイルがग़する可能性がありݥةです。

ࣾઈରʹղ͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●内部の部品のඈびग़しや、内部のオイルがग़するの可能性がありݥةです。
●ガススプリングには圧縮された窒素ガスが封入されているため、ͦ のまま解することはඇ常にݥةです。
●ഇغ時は「ഇغ上の注ҙ」のཝをおಡみください。

ϔϦΧϧৼثΛઃஔͷࡍɺઃஔͷࣗॏ͕େ ͳ͖߹ɺඞͣԼهͷํ๏ʹΑΓઃஔͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●設置時のਓ身ނࣄや設置がഁଛする可能性があり、ඇ常にݥةです。
　・設置をϗイストなどでり下げて設置してください。
　・設置が不安定にならないよう重৺のバランスをとってください。
　・り下げ用のϫイϠーロープなどが外れたり、切れないようにしてください。
　・設置をジャッキアップして設置してください。
●設置の自重でϔリカルৼثはたわみますので、たわみを考えてジャッキを選定してください。
　また、たわみについてはฐࣾにお問い合わせください。

ΨεεϓϦϯάɺΨε࿙Ε͕ൃ生ͨ͠ঢ়ଶͷ··༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ガス反力の低下により、カバーや֖がམ下しݥةです。

ΨεεϓϦϯάΛ൶֖ͷอʹ༺࣋Θͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●૭などで使用する際に、ಥ෩のӨڹでա大な外力が加わると、૭などが動いてしまう可能性がありݥةです。

ΨεεϓϦϯάʹ࠷େҎ্ʹ৳ͼΔΑ͏ ͳྗ͔͚ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ガススプリングは伸び方向のա大な力に耐えるだけのڧ度を༗していませΜ。

ΨεεϓϦϯάΛিܸٵऩ༻్ͰΘͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ

ഇغʹ͍ͭͯ
。٫の際は、ઈ対にՐதにじないでくださいغ●
●当ࣾ製品が不要になった際は、産ۀഇغとして方自࣏体の条例、نଇにैってద切なഇغ処理をߦってください。
●ガススプリングにおいては、下記の要ྖでガスൈきを完全にߦってから、産ۀഇغとして方自࣏体の条例、نଇにैってద切なഇغ

処理をߦってください。
ガススプリングをϘール൫にਫฏにݻ定し、ガス充填バルブ面から30〜40mmの位置に2〜3mmのドリルで݀をあけ、確実にガスൈきをߦ
ってください。作ۀ時には、封入オイルや切ค、ガスのඈࢄにඋえて必ずอڸ؟ޢをかけて作ۀをߦってください。

ࠂܯ ఆٛ ʹજ͢ࡏΔݥةΛճආ͠ͳ͔ͬͨ߹ɺͷ༻ऀ͕ࢮɺ
·ͨॏইΛෛ͏Մੑ͕͋Δঢ়گʹͳΔ߹ͷࠂקʹ༻͍Δޠɻ

͕ࣾݪҼͰൃ生ͨ͠ೋࡂ࣍ʹ͍ͭͯɺෆೋϥςοΫεʢגʣΛෛ͍͔Ͷ·͢ɻ
ೋࡂ࣍ͷى Β͜ͳ͍Α͏ ରࡦΛͯͬ͘ߦ ͍ͩ͞ɻ
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注ҙ ఆٛ ҝʹΑΓɺߦΘͳ͍ෆదͳैʹີݫʹखॱۀ࡞खॱɺอक࡞ૢ
͍ܰոզ͠ ͘తଛ͕͋Γ͏ Δ߹ͷࠂʹ༻͍Δޠɻ

ࣾͷద߹ੑͷܾఆɺஔͷઃऀܭ·༷ͨΛܾఆ͢Δਓ͕அͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●当ࣾ製品は、使用される条件がଟ様なため、ͦ の装置のద合性の決定は、装置の設計ऀまたは仕様を決定するਓが必要に応じて、性能ূݕ

及びライフテストをߦってから実ࢪしてください。

औڧෆͰͷ࡞ಈࢭې
●取付ڧ度不の状態で作動させますと、機をഁଛしոզをするݥةがあります。
●取付部ڧ度は、最大抗力値×安全率（2〜3ഒ程度）を確อしてください。

֎෦ετούʔͳ͠ Ͱͷ࡞ಈ4'˞�ࢭې#γϦʔζٴͼҰ෦ͷ',γϦʔζআ ɻ͘
●外部ストッύーなしで作動させると、Ϙトϛングによる機ഁଛの可能性があります。
　外部ストッύーをストロークエンド手前に設置の上作動させてください。

औφοτకτϧΫ֎Ͱͷऔࢭې
●క付トルク値外での取付は、作動不 ・ྑ機ഁଛの可能性があります。
●取付ナットは下記のక付トルクにてకめ付けてください。
　相手材の状態によってはナットが؇Ή可能性があります。必要に応じて着ࡎをซ用してください。

Ͷ͡֎ܘʢNNʣ M4×0.5 M6×0.75 M8×0.75
M8×1 M10×1 M12×1

M12×1.75
M14×1.5
M14×2.0

M16×1.5
M16×2.0 M20×1.5 M25×1.5

M25×2.0
M27×1.5
M27×3.0 M30×1.5 M36×1.5 M42×1.5 M64×2

φοτకτϧΫʢ/ŋNʣ 0.35 0.85 3.9 7.8 ※1 7.8 9.8 14.7 ※2 29.4 49 58.8 ※3 78.4 98 392 420

※̍ FA-1212シリーズのక付トルクは1.5N・m ୠし、П14.6部にಥき当ててݻ定する場合は、క付トルク1N・mにてకめ付けてください。
※̎ FED-2010M-Cのక付トルクは15N・m
※̏ FED-3020M-Cのక付トルクは30N・m

ௐࣜγϣοΫΞϒιʔόඞͣௐΛͯͬ͘ߦ ͍ͩ͞ɻ
●ௐタイプは必ずௐをߦい、最దな位置でご使用ください。ௐ位置が不ద切な場合、仕様範囲内でも製品がഁଛする可能性があります。

ΦΠϧ
●シϣックアブιーバは、内部にオイルを使用しておりシールで外部の࿙れをࢭしておりますが、完全シールを期するものではありませΜ。
　よって、オイルをݏうڥでの使用はできませΜ。

छબఆػ
●シϣックアブιーバ選定にؔしては、カタログ「シϣックアブιーバの選定方法」の߲をごཡください。
●「シϣックアブιーバ選定ιフト」のご用ҙもありますのでฐࣾӦۀまでお問い合わせください。
　※8EBサイト上で選定することも可能です。URL IUUQs://XXX.GVKJlaUeY.Do.KQ/senUeJ@agSeemenU/
●下記の௨りオプシϣナルύーツが取り揃えてあります。カタログをご参照の上ごར用ください。
　・ภ角度アμプター・ストッύーナット・ウレタンキャップ・ナット・ణキャップ・スイッチ付きϗルμー・フランジ・サイドϚウント・フットϚウント
　注ҙ）全ての機種に全てのオプシϣナルύーツは取り揃えておりませΜので、֘ 当するオプシϣナルύーツがແい場合はご༰ࣻください。
●最新の製品カタログにて、仕様の全ての内༰を確認し、機種選定をߦってください。
●使用回数に伴い、内部オイルの減গ、部品の摩耗によって、エωルΪーٵऩ能力が低下いたします。
　これを考慮して、最大ٵऩエωルΪーに対して20〜40％以上余裕のあるサイズ選定を推奨します。
●ௐ式シϣックアブιーバのฒྻ使用は、ٵऩಛ性のಉௐがࠔなためごԕ慮ください。
　ฒྻ使用にはݻ定式シϣックアブιーバをご使用ください。
●FESシリーズをご使用の場合、使用回数は1回までとしてください。
●FEDシリーズをご使用の場合、使用回数は100回までとしてください。

ΩϟοϓഁଛʹΑΔඈࢄʹ注ҙ
●仕様外で使用するとキャップがഁଛし、ඈࢄによりոզをする可能性があります。
●ඈࢄࢭのカバーを設置するか、ϫーク作動தはपลより安全が確認できる位置まで離れてください。

Ίྠͷ֎Εʹ注ҙࢭ
●仕様外で使用するとシϣックアブιーバの内部圧力が異常に上昇し、ࢭめྠが外れ内部部品がඈびग़しոզをする可能性があります。
　よって、仕様範囲内でご使用頂くとڞに、作動தはपลより安全が確認できる位置まで離れてください。

強度不足による破断
もしくは、曲がり

ෛՙ

ຊମ
●ピストンロッドにই、५油をつけないように注ҙしてください。耐久性の低下、෮ؼ不ྑのݪҼとなります。
●外部スプリングタイプのスプリングにইをつけないように注ҙしてください。スプリングંଛのݪҼとなります。
●シϣックアブιーバఈ部にあるオイル注入口のωジを回さないでください。オイル࿙れによる動作不ྑ、オイルඈࢄのݪҼとなります。
●ϕローフラϜシール方式を採用している製品については、ピストンロッドをઈ対に回さないでください。オイル࿙れのݪҼとなります。

ภ৺ՙॏɾภ৺֯
Ҽとݪこり、機ഁଛのىによる性能ྼ化がࡲ不ྑ、摺動部のภ摩ؼがりによる෮ۂ༰ฤ角度以上のภ角度でিಥさせると、ピストンロッドڐ●

なります。ڐ༰ภ角度はݪଇ±2.5°ですが、下記型式については異なります。

ʪγϣοΫΞϒιʔόʫ

γϦʔζ F,-2050 F,-2550 FA-64100 FA-64150 F,-64100 F,-64150 F,-64200 F,-80200 F,-80300 F,-80400

༰ภ֯ڐ ±1° ±0°

ʪथࢷμϯύʔʫ

γϦʔζ FPD-1012
（Dタイプ）

FPD-1012
（S, C, Rタイプ） FPD-1016 FPD-1030 FPD-1050 FPD-1060 FPD-1070 FPD-10100 FPD-10150 FPR-1040 FPA-1475

༰ภ֯ڐ ±6° ±2.5° ±0°

●ピストンロッドのத৺ઢにিಥするようにしてください。ภ角度がڐ༰ฤ角度をաする場合はภ角度アμプターをซ用してください。
　±10°まで対応可能となります。
　※カタログ38ページ「ภ角度アμプター」をご参照ください。
　※Ұ部例外あり。

ڥ༺
●使用温度範囲内（-5℃〜�70℃）でご使用ください。範囲外で使用するとण໋の低下にܨがります。
　※ୠし、Ұ部温度範囲が異なる機種もありますので、各機種の仕様ཝをご確認ください。
●อଘ温度は、−10℃〜 8ɹ0℃の場ॴでอଘしてください。
　※ୠし、FA-1212/1010/1215は−20℃〜 5ɹ0℃、FPDʗFPRシリーズは−10℃〜 6ɹ0℃になります。
●大ؾ圧のڥ下で使用してください。ਅۭதやߴ圧下での使用はオイル࿙れ、ഁ ଛのݪҼとなります。
●ւのࣹޫ下やਫۜ౮付ۙやオκンの発生する装置ۙくで使用しないでください。
　オκンによるΰϜ部品のྼ化により、性能・機能の低下や機能ఀࢭのݪҼになります。
●切油、ਫがピストンロッドに付着するようなڥで使用しないでください。ύッキンഁଛにより油࿙れによる作動不ྑ、機ഁଛのݪҼとな

ります。このような場合は、ణ対ࡦを取る必要があります。
　①耐クーラント仕様シϣックアブιーバのݕ౼ ： ύッキンߏ成を変更して対応している機種があります。（ສ全の対ࡦではありませΜ）

②ภ角度アμプターでピストンロッドをカバー ： オイルがかかることはありませΜが、ภ角度ガイドとキャップのؒからはオイルがਁ
入してしまう場合があります。（ສ全の対ࡦではありませΜ）

　③ణキャップ仕様のシϣックアブιーバのݕ౼ ： ロッド上向きではޮ果を発شしますが、ԣ向きやロッド下向きでは使用できませΜ。
　　 また、ϛスト状のものはਁ入してしまう場合があります。
●切คがピストンロッドに付着するようなڥで使用しないでください。ύッキンഁଛにより油࿙れによる作動不ྑ、機ഁଛのݪҼとなります。
　このような場合は、μストシール仕様をごݕ౼ください。（ୠし、ご使用になるڥによって、充な耐久ޮ果がಘられない可能性があります）

ৗݕɾϝϯςφϯεʹ͍ͭͯ
●製品はण໋による性能・機能の低下があります。常点ݕを実ࢪし、必要な機能をຬたしていることを確認し、ނࣄの発生をいでください。
●取付ナットの؇みがないか確認してください。؇Μだまま使用しますとഁଛやނࣄのݪҼになります。
●異常なৼ動Իやৼ動には注ҙしてください。িಥԻやৼ動が異常にߴくなった場合は、ण໋ݶքとなっている可能性がありますのでަして

ください。このまま使用されますと取り付けている機ثをഁଛさせるݪҼとなります。
●油࿙れ、ピストンロッドの෮ؼ状態を確認してください。ଟ量の油࿙れ、ピストンロッドの෮ؼ状態がѱい場合は、Կらかの異常がىきている可

能性がありますのでަしてください。このまま使用されますと取り付けている機ثをഁଛさせるݪҼとなります。
●シϣックアブιーバは、ߏ上解・࠶ ・ཱオイル注入のメンテナンスはできませΜ。

վࢭې
●製品に改（加・部品の取付・塗装・༹ ・ম入れ）がࢪされた場合、ฐࣾではҰ切のอূは致しませΜ。

γϣοΫΞϒιʔό थࢷμϯύʔʢઢܕʣ
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औڧෆͰͷ࡞ಈࢭې
●取付ڧ度不の状態で作動させますと機をഁଛし、ոզをするݥةがあります。
●取付部ڧ度は、負荷トルク×安全率を確อしてください。

֎෦ετούʔͳ͠ Ͱͷ࡞ಈࢭې
●μンύーの動作角範囲内でご使用ください。回転࣠の回転ݶ度位置を回転の੩ࢭ位置とするような、μンύー自体をストッύーわりとす

る使用はආけてください。μンύー自体をストッύーわりにすると、μンύーのഁଛにより機がഁଛし、ոզをする可能性があります。
●外部ストッύーは使用角度に設定した上で、作動させてください。

ࢭې༺τϧΫΛ͑ͯͷ༺େ࠷
●最大使用トルクをえての使用は、オイル࿙れ、耐久性の低下、࣠ ഁଛの可能性があり、μンύーのഁଛにより機がഁଛし、ոզをする可能

性があります。最大使用トルク内で使用してください。

ࢭېಈ࡞Թൣғ֎Ͱͷ༺
●使用温度範囲外での使用は、オイル࿙れ、トルク不ྑの可能性があります。使用温度範囲内にて使用してください。

注ҙʹڥ༺
●ਅۭதߴ、 圧下ではご使用になれませΜ。機ഁଛのݪҼとなります。
●ւのࣹޫ下やਫۜ౮付ۙやオκンの発生する装置ۙくで使用しないでください。
　オκンによるΰϜ部品のྼ化により、性能・機能の低下や機能ఀࢭのݪҼになります。
●คਖ、油、ਫがμンύーに付着するようなڥでのご使用はආけてください。ഁ ଛによる油࿙れ動作不ྑのݪҼとなります。
●Ήやみにオイルをࣺてることをࢭې。
●μンύーྨに封入されているオイルをΉやみにࣺてるとڥԚછになります。
●ഇغの処理及びਗ਼にؔする法にैってഇغしてください。

վࢭې
●製品に改（加・塗装・༹ ・ম入れ）がߦわれた場合、ฐࣾではҰ切のอূは致しませΜ。

࣠ͷϥδΞϧՙॏ
●回転 （࣠Ϊア）にラジアル方向の荷重をかけると、オイル࿙れ、トルク不ྑ、࣠ ഁଛ（Ϊア付きの場合、Ϊアഁଛ）ຢはΪアൈけの可能性があり

ます。

࣠ͷεϥετՙॏ
●回転 （࣠Ϊア）にスラスト方向の荷重をかけると、オイル࿙れ、トルク不ྑ、本体部ഁଛ（Ϊア付きの場合、ΪアഁଛຢはΪアൈけ）の可能性が

あります。

˒相手アーϜ（Ϊア）とμンύーのΪアのฏߦ度はできるか͗りਖ਼確に取り付けてください。

༺ճసҎ্Ͱͷ༺େ࠷
●最大使用回転数以上での使用は、オイル࿙れ、耐久性の低下、回転࣠ഁଛの可能性があります。
˒最大使用回転数は各製品仕様をごཡください。
※最大使用回転数をえてご使用になる場合は、ฐࣾӦۀ部までご相ஊください。

༺Թൣғ֎Ͱͷ༺
●使用温度範囲外での使用は、オイル࿙れ、トルク不ྑの可能性があります。
˒使用温度範囲は、各製品仕様をごཡください。
※使用温度範囲外でのご使用の場合は、ฐࣾӦۀ部までご相ஊください。

༺αΠΫϧҎ্Ͱͷ༺େ࠷
●最大使用サイクル以上での使用は、トルクμウン、オイル࿙れの可能性があります。
˒最大使用サイクルは、各製品仕様をごཡください。
※最大使用サイクル以上でのご使用の場合は、ฐࣾӦۀ部までご相ஊください。

ௐࣜϩʔλϦʔμϯύʔͷฒྻ༻ͷࢭې
●ௐ式ロータリーμンύーのฒྻ使用は、ごԕ慮ください。
　ฒྻ使用には、ಉシリーズ・ಉトルク仕様をご使用ください。

औΓ͚ωδͷకΊ͗͢
●ロータリーμンύーを取り付ける際、取り付けωジをకめす͗ると本体のഁଛの可能性があります。
˒使用するωジの種ྨ及びωジサイズから、దਖ਼なకめ付けトルクにてωジをకめ付けてください。

औ෦ڧෆͰͷ࡞ಈࢭې
●取付部ڧ度不の状態で作動させますと、MRFμンύーやपล装置をഁଛしたり、ոզをするݥةがあります。
●取付部ڧ度は、負荷トルク×安全率を確อしてください。

ϦʔυઢʹΑΔຊମͷΓԼ͛ϦʔυઢΛҾͬுΔࣄΛࢭې
●MRFμンύーがݩにམ下してոզをするݥةがあります。またリードઢが切れて動作不ྑをىこしたり、ిײやシϣートのݪҼとなります。
●取り付け・取り外しの際は、必ず本体を持って作ۀしてください。
●取り付けޙは、リードઢがMRFμンύーやपล装置の可動部に৮することがないように、リードઢを成形、ݻ定してください。

.3'μϯύʔ্໘ʹ͋ΔϏεͷճసࢭې
●MRFμンύー上面にあるϏスは充填オイルの封ࢭ用のϏスです。オイル࿙れ、性能ྼ化のݪҼとなりますので、Ϗスはઈ対に回さないでください。

注ҙʹڥ༺
●ਅۭதߴ、 圧下、およびিܸが加わる場ॴではご使用になれませΜ。MRFμンύーやपล装置ഁଛのݪҼとなります。
●คਖ、油、ਫが本製品に付着するようなڥでのご使用はආけてください。ഁ ଛによるオイル࿙れ動作不ྑのݪҼとなります。
。のଟい場ॴに長期ؒ放置しないようにしてくださいؾ࣪●

ΉΈʹΦΠϧΛࣺͯΔ͜ ͱͷࢭې
●MRFμンύーに封入されているオイルをΉやみにࣺてるとڥԚછとなります。
●ഇغの処理及びਗ਼にؔする法にैってഇغしてください。

ճస࣠ͷϥδΞϧՙॏɺεϥετՙॏ
●回転࣠にラジアル荷重、スラスト荷重をかけると、オイル࿙れ、トルク不ྑ、本体や࣠ഁଛが発生する可能性があります。

ϥοΫ
ࣼΊ

ࣼΊ

εϥετՙॏ

ϥδΞϧՙॏ ϥδΞϧՙॏ

ճస࣠

ϩʔλϦʔμϯύʔ

.3'μϯύʔʢ'.3���4����ʣ
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.3'μϯύʔͷमཧɾղɾվࢭې
●MRFμンύーはम理の対応はしていませΜ。ނোや性能ྼ化の際は新しい製品とަしてください。
●MRFμンύーの内部にはྭ࣓用ίイルやオイルが入っています。安全のためお客様自身でम理・解・改はしないでください。
●MRFμンύーに改（加・塗装・༹ ・ম入れ）がߦわれた場合、ฐࣾではҰ切のอূは致しませΜ。
●お客様自身でम理・解・改されたことにىҼして生じたଛにؔしまして、ฐࣾではを負いかねますのでごྃঝください。

.3'μϯύʔͷަظ࣌ʹ͍ͭͯ
●使用ڥや条件により、製品ण໋が変わるため、ަ ަ、の状があれ࣍、時期は໌示できませΜが 。の時期とごஅください
　1. ίイルに定֨ి流を流しても必要トルクがग़なくなった時
　2. ίイルにి流を流さなくても、トルクが発生するようになった時
　3. 回転ຖに大きなトルク変動が発生するようになった時
　4. 異Ի、ৼ動やオイル࿙れが発生するようになった時
●ಛにߴい৴པ性、安全性を必要とする場合は、上記状の༗ແにݶらず、ૣ めのަをおקめいたします。

औ͚ωδͷకΊ͗͢
●MRFμンύーを取り付ける際、取付けωジをకめす͗ると本体やωジのഁଛの可能性があります。
　దਖ਼なకめ付けトルクにてకめ付け、着ࡎ・スプリングϫッシャで؇みࢭめの処置をߦってください。
　ୠし、కめ付けトルクは最大でも550DN・m以下としてください。
●MRFμンύーのωジ݀はM4 ਂさ5.5ですので、ద合するサイズのωジをご使用ください。

ϔϦΧϧৼثઈରʹղ͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ཱができなくなるか、取付ੇ法やಛ性が࠶現できなくなります。

ϔϦΧϧৼثΛҾͬுΓํͰ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●圧縮方向にくらべてҾっுり方向のねはஶしくߗく、カタログの選定グラフがద用できないなどの不具合があります。
　（設置方法の߲をご参照ください）

ΫϦʔϯϧʔϜͰ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ඍ小な摩耗คなどの発ਖによりクリーン度の低下が考えられます。

ϔϦΧϧৼث࠷େিܸՙॏۙ Ͱ͘ઃஔ͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ϔリカルৼݸ1ث当たりのࢧ持荷重が最大িܸ荷重値にۙいと、設置した際に௵れてしまう可能性があります。
。持荷重は、目安として、最大িܸ荷重の半と設定してくださいࢧ　

બఆ
●ガススプリングは、内部にগ量のオイルを使用しておりシールで外部の࿙れをࢭしておりますが、完全シールを期するではありま

せΜ。よって、オイルをݏうڥでの使用はできませΜ。
●ガススプリングは、内部に窒素ガスが封入されておりシールで外部の࿙れをࢭしておりますが、完全シールを期するではありませ

Μ。時ؒとڞに、ঃ々にガスが࿙れる性質がありますので、ͦ のことを考慮し反力設定をߦってください。
●ガス反力が低下した場合はަができるように、作ۀスペースの確อをお願いします。
●ガススプリング1本で重量をࢧえる場合、ロッドにۂげ荷重がֻからないようにしてください。
●ガススプリングはリジットでの取付はߦわないでください。ガス࿙れのݪҼになります。
●ガススプリングはৼ動のଟいڥ下では、ૣ 期にガスが࿙れる可能性があります。

ΨεεϓϦϯάͷऔΓ ɾ͚બఆͳͲڥ༺ɾ༻ํ๏Λेʹྀߟͷ্ɺܾ ఆͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●仕様、用途ͦのଞ不໌な点はお問い合わせください。

ΨεεϓϦϯάͷϐετϯϩουʹইΛ͚ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ロッドにইがつくとシールをଛইし、ガス࿙れあるいはオイル࿙れによるガス反力の低下のݪҼになります。

ΨεεϓϦϯάḊ͕ൃ生͢ΔΑ͏ ͳڥͰ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●取り付け金具は亜鉛メッキがࢪされていますがສ全ではありませΜ。

ΨεεϓϦϯάͷ༻Թൣғʢ �ɻ�ˆʙ��ˆʣ֎Ͱ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ガススプリングは温度のӨڹを受けてガス反力も変化します。

ΨεεϓϦϯάΛΦκϯڥԼͰ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ւのࣹޫ下やਫۜ౮付ۙやオκンの発生する装置ۙくで使用しないでください。
　オκンによるΰϜ部品のྼ化により、性能・機能の低下や機能ఀࢭのݪҼになります。

ΨεεϓϦϯάͷϐετϯϩου෦ʹɺ༉ࡎ༹ੑൃشΛணͤ͞ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ピストンロッド部に付着するとシールをইめるの可能性があり、ガス反力の低下につながります。

ΨεεϓϦϯάʹաେͳ֎ྗΛ࡞༻ͤ͞ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ピストンロッドにۂげ荷重、ねじれ、こじれのա大な外力を作用させると、ガスൈけのݪҼとなります。

ΨεεϓϦϯάΛٸͳεϐʔυʢ҆ͱ͠ ͯ�NʗTҎ্ʣඍৼಈͰετϩʔΫͤ͞ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
。Ҽとなりますݪ速なストロークӡ動やඍৼ動での使用は、シールをইめ、ガスൈけ、オイル࿙れのٸ●

৯ੑͷ͋ΔงғؾͰͷ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●シール部のྼ化や本体の食によるྼ化がガスൈけのݪҼとなります。

ΨεεϓϦϯάͷऔۚ۩ࣾΧλϩάΛ༻ͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●当ࣾカタログ品以外の取付金具を使用した場合、ۂげ荷重、ねじれ、こじれにより、ガスൈけ、ഁ ଛのݪҼとなります。

औڧෆͰͷ࡞ಈࢭې
●取付ڧ度不の状態で作動させますと、機をഁଛしոզをするݥةがあります。
●取付部ڧ度は、負荷トルク×安全率を確อしてください。

औ෦ڧෆͰϚάφϜγϦʔζͷ࡞ಈࢭې
●取付部ڧ度不の状態で作動させますと、機をഁଛ致します。
●取付部ڧ度は指定されたڧ度以上としてください。
（取付部ڧ度）＝（最大抗力値×安全率）

（最大抗力値）＝  最大ٵऩエωルΪー（+）
  ストローク（m）× 0.3

औφοτకτϧΫ֎Ͱͷऔࢭې
●క付トルク値外での取付は、作動不 ・ྑ機ഁଛの可能性があります。
●取付ナットక付トルクは下記のక付トルクにてకめ付けてください。
　相手材の状態によってはナットが؇Ή可能性があります。必要に応じて着ࡎをซ用してください。

Ͷ͡֎ܘʢNNʣ M33×1.5 M36×1.5 M45×1.5 M64×2.0

φοτకτϧΫʢ/ŋNʣ 81 81 250 830

ϚάφϜγϦʔζඞͣௐΛͯͬ͘ߦ ͍ͩ͞ɻ
●ௐタイプは必ずௐをߦい、最దな位置でご使用ください。ௐ位置が不ద切な場合、仕様範囲内でも製品がഁଛする可能性があります。

ΨεεϓϦϯά

ϔϦΧϧৼث

ϚάφϜγϦʔζ

ෛՙ

強度不足による破断
もしくは、曲がり
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༉࿙Εͷঢ়ଶͰͷ࡞ಈࢭې
●や本体より、油が࿙れている状態で作動させると、ϚグナϜシリーズがޮかなくなり機をഁଛ致します。
●油が各క結部より࿙れていないか確認の上作動させてください。

ΦΠϧ
●ϚグナϜシリーズは、内部にオイルを使用しておりシールで外部の࿙れをࢭしておりますが、完全シールを期するものではありませΜ。
　よって、オイルをݏうڥでの使用はできませΜ。

छબఆػ
●最新の製品カタログにて、仕様の全ての内༰を確認し、機種選定をߦってください。
●使用回数に伴い、内部オイルの減গ、部品の摩耗によって、エωルΪーٵऩ能力が低下いたします。
　これを考慮して、最大ٵऩエωルΪーに対して20〜40％以上余裕のあるサイズ選定を推奨します。
●ௐ式シϣックアブιーバのฒྻ使用は、ٵऩಛ性のಉௐがࠔなためごԕ慮ください。
　ঘ、ฒྻ使用はݻ定式シϣックアブιーバをご使用ください。

ΩϟοϓഁଛʹΑΔඈࢄʹ注ҙ
●仕様外で使用するとキャップがഁଛし、ඈࢄによりոզをする可能性があります。
●ඈࢄࢭのカバーを設置するか、ϫーク作動தはपลより安全が確認できる位置まで離れてください。

ຊମ
●ピストンロッドにই、५油をつけないように注ҙしてください。耐久性の低下、෮ؼ不ྑのݪҼとなります。
●外部スプリングタイプのスプリングにইをつけないように注ҙしてください。スプリングંଛのݪҼとなります。
●シϣックアブιーバఈ部にあるオイル注入口のωジを回さないでください。オイル࿙れによる動作不ྑ、オイルඈࢄのݪҼとなります。

ภ৺ՙॏɾภ৺֯
●負荷を±2.0°以上のภ角度でিಥさせると、ピストンロッドۂがりによる෮ؼ不ྑ、摺動部のภ摩ࡲによる性能ྼ化がىこり、
　機ഁଛのݪҼとなります。
●ピストンロッドのத৺ઢにিಥするようにしてください。ภ角度が±2.0°以上の場合はภ角度アμプターをซ用してください。
　±25°まで対応可能です。

ڥ༺
●使用温度範囲内（−12℃〜66℃）でご使用ください。範囲外で使用するとण໋の低下にܨがります。
　※อଘの際はߴ、 温ଟ࣪をආけ、อଘしてください。
●大ؾ圧のڥ下で使用してください。ਅۭதやߴ圧下での使用はオイル࿙れ、ഁ ଛのݪҼとなります。
●ւのࣹޫ下やਫۜ౮付ۙやオκンの発生する装置ۙくで使用しないでください。
　オκンによるΰϜ部品のྼ化により、性能・機能の低下や機能ఀࢭのݪҼになります。
●切ค、切油、ਫがピストンロッドに付着するようなڥで使用しないでください。
　ύッキンഁଛにより油࿙れによる作動不ྑ、機ഁଛのݪҼとなります。

ৗݕɾϝϯςφϯεʹ͍ͭͯ
●製品はण໋による性能・機能の低下があります。常点ݕを実ࢪし、必要な機能をຬたしていることを確認し、ނࣄの発生をいでください。
●取付ナットの؇みがないか確認してください。؇Μだまま使用しますとഁଛやނࣄのݪҼになります。
●異常なৼ動Իやৼ動には注ҙしてください。িಥԻやৼ動が異常にߴくなった場合は、ण໋ݶքとなっている可能性がありますのでަして

ください。このまま使用されますと取り付けている機ثをഁଛさせるݪҼとなります。
●油࿙れ、ピストンロッドの෮ؼ状態を確認してください。ଟ量の油࿙れ、ピストンロッドの෮ؼ状態がѱい場合は、Կらかの異常がىきている可

能性がありますのでަしてください。このまま使用されますと取り付けている機ثをഁଛさせるݪҼとなります。
●シϣックアブιーバは、ߏ上解・࠶ ・ཱオイル注入のメンテナンスはできませΜ。

औѻઆ໌ॻΛͣݟʹɺʑͷอकɾݕΛ͠ ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●取ѻઆ໌ॻをݟずに々のอक・点ݕをするとݥةです。必ず、取ѻઆ໌ॻをݟて理解してからอक・点ݕをߦってください。
●取ѻઆ໌ॻは、いつでも使用できるように大切にอしてください。




